
村松農場における大型トラクタの

稼働実態調査 
松尾信由

1-　目的

当農場のトラクタ作業の稼動実態を知ることと,トラクタ及び作業機の運行上の

問題点の指摘とその改善に向けての資料を得ることを目的とした。

2.調査方法

各トラクタについて,オペレータにより記録された日誌をもとに集計した。記録

紘,各トラウタについて作業別に,時間,燃料消費量,作業面横,などであるが,

作業の記録の最小単位は1 5分単位とし,燃料消費量は満タン法による。

3-　集計結果

当農場では7台のトラクタが稼働しているが,各トラクタについて月別に,稼動

時間,回数を一括し表ー1及び図-1に示した。表中のMF, FEトラクタは,マ

ッセイファーガソン社製のものである。また,過去3年間について,各トラクタの

年間稼動時間,回数、燃料使用量を比較し表ー2に示した。義一3に前年との比較

で各トラクタの稼働時間の増減とその埋由となった作業内容を示した。さらに集計

結果から,主な作業の実能率,時間当たり、及び面積当たり燃料消費量を試算した

結果が表ー4である。

4一　考察の要点

表ー1及び図ー1の各トラクタの月別稼動時間を見ると、 7月が最も多く135時

間, 5月の116.時間30分, 4月の97時間45分, 6月の92時間.45分, 9月の81時間の

利用時問となっている。また,トラクタ別に見ると、-最も利用時問の多くなったク

ボター6970では, 180時間B0分(65回)の利用となった。その中で主に使用された

7月の学生運転実習. 5月の-コーン種播と牧草ロールベール. 6月の中耕培土の利.

用が多くなっている。また, MFー185では156時間30分(55)で、 7月の学生運転実

習-4月と5月の砕土.9月のコーン刈取り作業などの利用が多くなっている。ま

た、 MF-174四輪駆動では162時間45分(58)で,主な作業として10月のスラリー散

布.4月の耕起. 7月の学生運転実習. 9月のサイロ吹上げの利用となっている。

MFー165では, 48時間30分(63)で牧草ロール運搬に主に使用された。 FE-35Xの77

時間30分(35)は主に薬剤散布への利用になっている。クボター2950四輪駆動は, 80

時間45分(62)で主に運搬作業への利用となった。以上のことから,約150時間～ 1

80時間の利用時問が大型3台に集中している。
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表
-

2 に 3 年 間 の 各 ト ラ ク タ の 稼 動時 間 ､ 回 数 ､ 燃 料 使用 量 を 示 し た が ､ 平成 7

年 と 8 年 の 全 ト ラ ク タ
ー

の 稼動 時間 を 比 較す る と ､
6 8 0 時 間 か ら7 2 3 時間3 0 分 と な

り ､ 4 3 時 間3 0 分多 く な っ て い る ｡ 燃 料 に つ い て は ､ 2 , 1 3 0 A か ら 2 , 4 9 8 R で 3 6 8 P

の 増 と な っ た . 義
-

3 は 各 トラ ク タ - 利用 時 問 の 主 な 増 減 の 理 由 を 示 し た が ､ M F
-

1 8 5 の 4 時 間1 5 分 の 滅 は 主 に ス ラ リ
ー

散布
･ 牧 草 結束 な ど で あ る . ク ボ タ

-

6 9 7 0 は

1 7 時 間1 5 分 の 増 と な っ たが ､ こ れ は ､ 新規 導 入 し た ロ
ー ル ベ -

ラ が 6 9 7 0 に 固定 し た

た め 多く な っ て い る ｡ M F
- 1 7 4 は2 7 時 間3 0 分 の 増 で ､ 耕起 ･ 雑草 刈 り 等 で 多く な っ

て い る o M F
-

1 6 5 は 1 5 時間3 0 分 の 減 に な っ て い る が ､ ロ
ー ル の 運 搬 作 業で 多く な っ

て い る も の の ､ は か の 作業で 減 っ た こ と に よ る ｡ F E
-

3 5 Ⅹ は 1 6 時 間 3 0 分 の 増 と な っ

た が ､ 薬剤散布 ･ 肥 料散布等 で 多く な っ て い る ｡ 三 菱
-

1 5 は 9 時 間3 0 分 の 滅 で ､ 運

搬 作業等 の 減少 が 主 な 要 因 で あ る . 義 - 4 に 主 な 作 業 の 実 能率及 び 燃 料消 費量 を示

し た が ､ 同 一 の 作業 に お い て も ､ 利用 す る ト ラ ク タ に よ っ て 能 率 や 燃 料 消 費量 が 異

な る 場 合 が あ り ､ こ れ らの デ ー タ は 適 正 な ト ラ ク タ の 選 択 や 作 業 性 の 向上 の た め の

資料 と な る ｡

〔検討 課 題〕

念 願 の ロ
ー

ル ベ
-

ラ が 新規 に 導 入 さ れ ､ 牧 草 の 収 穫 調 製 が 容易 に 出 来 る よ う に な

っ た .
-

方 ､ サ イ ロ ( コ
ー

ン サ イ レ
-

ジ) に つ い て は ､ 今後 は ア ン ロ
ー ダ の 修理 貴

が 掛か っ た り ､ ブ ロ ア
- も腐食 し更新時期 に 来 て い る た め ､ 通 年 牧 草 の ラ ッ プサ イ

レ ー ジ 体系が 望 ま し い と考 え ら れ る o
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表
-

1 各 トラ ク タ ー の月別稼動時間と燃料使用量 (平成 8 年)

トラ″ M F
-

ク ボタ ー

l

M F - M F - F E - ク ボタ ー

三菱
- 合 計

月 1 8 5 6 9 7 0 1 7 4
.
1 6 5 3 5 Ⅹ 2 9 5 1 5 (稼動回数

76 P S 69 . 5 PS 69 PS 63 PS 4 5 P S 29 PS 1 5 P S

1 9 . 00( 3

l

9 . 00 ( 3)

2 I 7 . 0 0( 3 7 . 00 ( 3)

3 7 . 30 ( 3 4 . 00( 2 2 . 00( 1 13 . 30 ( 6)

97 . 45 (44)4

5

6

7

25 . 00 ( 9 23 . 30 ( 9 25 . 4 5( 9 2 . 0 0( 1 18 . 30 (10 3 . 0.0( 6

26 . 45(1 0 3 4 . 30( 12 17 .
OO ( 5 8 . 00( 2 18 . 30( 10 8 . 15( 3 3 . 30 (

'

7 116 . 30 (49)

19 . 00 ( 7 24 . 45 ( 8 16 . 00( 5 1 7 . 00( 4

9 , 3 0( 4

12 . 30( 8 3 . 30( T 9 2 . 45 (39)

43 . 30( 14 3 8 . 00( 12 25 . 0 0( 9

14 . 15( 4

13 . 00 (12 6 . 0 0( 9 135 .
00 (60)

8 16 . 00( 5 2 2 . 15( 9 4 . 3 0( 10

7 . 30( 1 2

1 ,

. 3･0 ( 1 2 . 30( 4 1 . 30 ( 3 62 . 30 (36)

9

1 0

l l

18 . 00 ( 5

8 . 15( 5

20 . 0 0( 7 19 . 45( 6 ll . 45( 7 4 . 00( 2 8l , 00 (39)

1 6 . 00( 7 28 . 30(10 7 . 30 (1 2 7 , 0 0( 3 4 /15( 6 i . 30 ( 2 73 . 00 (45)

1 . 30く l 6 . 30 ( 3 4 . 30 ( 1O 1 . 3 0( 1 8 . 15( 8

9 . 15(10

22 . 1 5 (23)

1 2 2 . 30( 4 1 .
30 ( 4 . 13 . 15 (18)

合 計 156 . 30 180 . 3 0 16 2 . 4 5 4 8 . 30 77 . 30 80 . 4 5 17 . 00 723 . 30

( 55 ) ( 65 ) ( 58 ) ( 63 ) ( 3 5 ) ( 62 ) ( 2 7 ) ( 365 )

偲料 R 77 4 . 0 6 23 . 0 てlo . 5 86 . 5 103 . 5 173 . 0 28 . 0 2
,
498 . 5

時間当

燃費

A /h r

4 . 9 4 3 . 4 5 4 . 3 6 1 . 7 8 i . 3 3 2 . 1 4 1 . 6 4

馬力時

問当燃

費

A /h r
-

p s

0 . 06 5 0 . 0 49 0 . 063 0 .

.
0 28 0 . 0 29 0 . 073 0 . 10 9
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表 -

2 稼動時間等の 3 年間の比較

i
トラクタ

6 年 7 年 8 年

稼 動 : 稼動 燃料B 稼 動 : 稼動 熔料R 稼 動 : 稼動 燃料b

回 数 時間 回 数 時間 回 数 ; 時間

MF
-

185 81 221 . 00 968 . 0 56 16 0 . 45 670 . 5 55 156 . 30 774 . 0

クボタ697 66 190 . 00 552 . 5 58 163 . 15 494 . 0 65 18 0 . 30 623 . 0

M ト174 60 18 1 . 45 823 . 5 52 135 . 15 620 . 0 58 162 . 45 7 10 . 5

MF -

165 58 13 1 . 45 252 . 5 _ 4 3 63 . 45 1 27 . 5 63 4 8 . 30 86 . 5

FE -

35X 22 25 . 45 45 . 0 25 … 61 . 00 6 5 . 5 35 7 7 . 30 103 . 5

クボタ295 54 85 . 45 202 . 0 46 69 . 30 121 . 5 62 80 . 45 173 . 0

三菱15 23 10 . 00 ll . 5 35 26 . 30 3l . 0 2 7 17 . 00 28 . 0

合 計 364 846 . 00 2 , 855 . 0 3 15 68 0 . 00 2 , 130 . 0 36 5 723 . 30 2
,
498 . 5

秦
-

3 トラ ク夕利用時間内の 前年との 比較

トラ″ 7 年 8 年 増 減 増減の主な理 由

185 160 . 45 156 . 30 △ 4 . 15 牧草反転集草 14 . 00 △スラ
I
卜散布 8 . 00 △牧草結束 6 . 30

6970 163 . 15 180 . 30 17 . 15 牧草ロ ー ル 25 . 3 0 石灰散布 9 . 30 △牧草反転集草 16 . 00

174 13 5 . 15 162
.
45 27 . 30 耕起 16 . 15 雑草刈 1 1 . 30 運転実習 12 .

00 牧草刈△ 5 . 00

165 63 . 45 48 . 30 △ 15 . L5 ロ
ー

ル運搬 43 . 30 △牧草反転集草 21 . 4 5 △肥料散布12 . 00

35 6 1 . 00 77 . 30 16 . 30 薬剤散布 14 . 00胞料散布 8 . 30 石灰散布 5 . 00 △連搬作業 17 . 00

295 69 . 30 80 . 45 ll . 15 除雪 8 _ 4 5 コ ー ン運搬 7 . 00 牧草反転 5 . 45 △運転実習 16 , 00

15 26 _ 30 17 . 00 △ 9 . 30 △運搬作業 9 . 30

汁 68 0 . 00 723 . 3 0 43 . 30

-
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